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事業協同組合ヒューマンサポート
代表理事　小牟田浩さん

　

事
業
協
同
組
合
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

ポ
ー
ト
で
は
、
農
業
分
野
を
中
心
に

外
国
か
ら
青
年
労
働
者
の
受
け
入
れ

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
中
国
の
送
り
出
し
機
関
と

連
携
し
て
お
り
、
企
業
希
望
人
数
を

現
地
で
面
接
を
行
い
、
年
間
１
０
０

人
程
度
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

同
協
同
組
合
で
は
、
研
修
生
が
習

得
し
た
『
技
術
・
技
能
・
知
識
』
を

母
国
に
持
ち
帰
っ
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
開
発
途
上
国
の
農
業
の
振
興

や
社
会
経
済
発
展
の
担
い
手
と
な
る

『
人
づ
く
り
』
に
協
力
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
、
３
年
間
で
、
入
国

後
約
１
ケ
月
間
事
前
研
修
を
行
な
い

ま
す
。

突撃会社訪問
事業協同組合ヒューマンサポート

受け入れ事業で地域に元気を！

　

事
前
研
修
で
は
、
日
本
語
や
日
本

の
習
慣
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　

11
月
26
日
に
、
26
期
生
と
な
る
研

修
生
が
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
出
国
前
に
送
り
出
し

機
関
で
６
ケ
月
の
日
本
語
研
修
を
受

け
て
お
り
、
と
て
も
き
れ
い
な
日
本

語
で
自
己
紹
介
や
大
崎
の
印
象
な
ど

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
平
均
年
齢
は
20
代
前
半

と
若
く
、「
日
本
の
技
術
を
習
得
し
て
、

中
国
の
農
業
を
発
展
さ
せ
た
い
」「
帰

国
し
た
際
に
親
孝
行
し
た
い
」
な
ど

様
々
な
思
い
を
持
っ
て
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
生
達
も
事
前
研
修
終
了

後
、
農
業
や
食
品
加
工
業
な
ど
の
組

合
員
の
企
業
へ
配
属
さ
れ
実
践
実
習

会　社　概　要　

▲ 26 期生となる研修生が町長を表敬
訪問しました。

を
得
て
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

受
け
入
れ
た
企
業
か
ら
は
、「
研
修

生
は
と
に
か
く
ま
じ
め
で
一
生
懸
命

で
す
。
研
修
生
の
姿
は
、
社
内
の
職
員

の
や
る
気
を
引
き
起
こ
し
、
結
果
的

に
作
業
時
間
の
短
縮
や
、
社
員
の
仕

事
に
対
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。」
と
多
く
の
喜
び
の

声
が
届
い
て
い
る
そ
う
で
す
。　
　

　

小
牟
田
浩
理
事
長
は
、「
外
国
人
研

修
受
け
入
れ
事
業
は
、
発
展
途
上
国

の
青
年
労
働
者
に
技
術
を
移
転
す
る

こ
と
に
よ
る
国
際
貢
献
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
効
果
と

し
て
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
企
業
の

活
性
化
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
本

町
の
農
業
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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▲農場での実践実習風景▲事前研修風景
　日本語や日本のマナーなど約１ケ月間学びます。


